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本誌に対するご感想、ご要望などがございましたら、上記本社内「イマジン21」編集部までお寄せください。

共同精版印刷株式会社は、奈良をもっと元気にするために、
奈良観光の擬人化キャラクターを育てます。

わたしたちができる環境づくり
自然との共存を図りながら

限りある資源を大切に使い環境を守っていく̶
私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます

本　　　社：〒630-8013  奈 良 市 三 条 大 路 2 丁 目 2 - 6　TEL 0742-33-1221　FAX 0742-33-7035
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東 京 支 社：〒116-0014  東京都荒川区東日暮里5丁目6-4　TEL 03-3802-4741　FAX 03-3802-4740
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遺産リレー連載 奈良の風景 13

道の駅NARA 10
station

宇陀路 室生

1

2016年4月14日に熊本県熊本地方

を震源として発生した、平成28年熊

本地震で被害を受けられた皆さま、

ならびに全国のご親族の皆さまに、

心よりお見舞いを申しあげます。

一人でも多くの方のご無事と、一日

も早い復旧をお祈りいたします。

奈良に13年間も暮らした文豪「志賀直哉」。彼が随筆

『奈良』の中で書いたとされる「奈良にうまいものなし」

という言葉が有名です。仮に現在随筆されていたら、この

ような言葉は生まれていないと思う。奈良から始まったと

言われる多くの食材、いつもの風景がいつもある事の有

難さ。不易流行の精神に基づき情報は正確に次世代に

伝えていかなければなりません。

代表取締役社長　近東　宏佳 啓林堂書店の外さない本棚

03 そうめん

苦しくも　暮れゆく日かも　吉野川
　　　　　　　　清き川原を　見れど飽かなくに

ひとつの風景を夕暮れまで眺め、暗くなったから帰ろうという
贅沢をしたことがこれまでに何度かありました。

いつまでも見ていたい風景を持っていますか。ずっとそれを見
ている時間はありますか。回転し続けることが褒められる、な
んて。悠々としていられない世界はハードボイルドです。

奈良万葉活写

3 大和のお茶

03

奈良もえしょくプロジェクト

 奈良観光擬人化キャラクター

『真白 鹿乃子』
ちゃん

ま　 しろ か　  の　  こ

2015年10月
DEBUT！！

もえしょくプロジェクトは、地域の名産品や企業
を擬人化という手法でキャラクターにし、全国
各地、そして世界中の人々にPRするプロジェ
クトです。
キャラクターは、全国の絵師からインターネット
上の公募で集まり、グランプリ作品が企業キャ
ラとして誕生し商品化されます。　

現在、80企業、100を越えるキャラクターが誕
生し、全国各地の名産品や企業の地域キャラク
ターとして活躍しています。
共同精版印刷株式会社は、奈良支部としてこ
のプロジェクトに参加し、地元企業の皆さまと
キャラクタービジネスを通して地域活性化に取
り組んでいます。

共同精版印刷株式会社は、奈良をもっと元気にするために、

2015年10月

09646 本社・本社工場
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苦しくも　暮れゆく日かも　吉野川
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ひとつの風景を夕暮れまで眺め、暗くなったから帰ろうという
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共同精版印刷株式会社は、奈良支部としてこ
のプロジェクトに参加し、地元企業の皆さまと
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り組んでいます。
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お
い
し
い
三
輪
そ
う
め
ん
な
ら
こ
の
お
店
！

奈良県桜井市箸中880
TEL.0744-43-6661(代)
11:00～16:30 
㊡年末年始 Ⓟ60台

1717年創業、老舗自慢の極細そうめん
世界も認めるコシと喉越しは格別

三
輪
茶
屋

奈良市登大路町36-2 奈良商工会議所ビルB1
TEL.0742-20-8010
11:00～15：00（LO14:30)
17:00～22：00（LO21:30) ㊡無休 Ⓟ無

三輪そうめんをはじめ、奈良の食材を
雰囲気たっぷりの空間で味わえますや

ま
と
旬
菜 

三
笠

奈良市東向中町４　２F
TEL.０７４２‐２３‐５５７７
11:30～15:00(LO14:30)
17:00～23:00(LO22:30)㊡無休 Ⓟ無

工夫を凝らした地元奈良ゆかりの品々
こだわり抜いた味を召しあがれ

や
ま
と
庵

三輪素麺土蔵囲い
家庭用200ｇ（50ｇ×4束）￥580（税抜）
※木箱入り贈答用あり
そうめんは熟成させることでコシと旨み
を増していきます。その最上にあるの
がそうめん蔵で2年以上じっくりと熟成
させた大古物(おおひねもの)です。三
輪そうめんの真髄をどうぞ。

麦縄菓子
袋入り￥400（税抜/15ｇ×5本）
紙箱入り￥1,150（税抜/15ｇ×12本）～
練って紐状に延ばした小麦粉を寄り合わ
せて揚げたお菓子。そうめんの原型と
言われる奈良時代の「麦縄」がモデル。
しっかりとした歯ごたえが特徴です。

ＮＥＷ麺
6種（にゅうめん、梅茶漬け味にゅうめ
ん、うどん、カレーうどん、みそ煮込み
うどん、山菜そば）各￥ 500（税抜／ 2
食分）　※贈答用詰合せあり
お湯を注いで、レンジでチン。簡単で
おいしい特製麺料理。もらった人が食
べるのを楽しみにしてくれそう。自宅用
としても重宝します。

卑弥呼五彩
￥550（税抜）
紫芋、玉子、白、梅、抹茶各50ｇ　
※木箱入り贈答用あり
桜井市マスコットキャラクターの「ひみ
こちゃん」も大好きな5色のそうめん。
器の中でパッと華やぎ、そうめんファ
ンに喜ばれています。

ひ 　 み 　 こ 　 ご 　し き

素麺ランチ￥880（税込） そうめんセット万葉￥1,200（税抜）

三輪の焼そうめん￥734（税込） 夢御膳￥2,100（税込）

奈良市春日野町１６
TEL.0742-94-7133
11:00～19:00 （料理LO 18:00 ドリンクLO 18:00）
㊡不定休（要問い合わせ）  Ⓟ有

東大寺門前に古民家を活かした食事処
いざさ寿司や素麺の御膳料理が人気です ゐ

ざ
さ 

夢
風
ひ
ろ
ば
店

小麦粉をこねるための塩水
をつくる。塩と水の配分は
天候などにあわせて変える。

❶なかだて
麺の乾燥と付着を防ぐため、
表面に綿実油を塗り、撚りな
がら細く紐状に伸ばす。

❸油がえし、ほそめ、こより

細くした麺を2本の管に８
の字状に掛け、3～4時間
熟成させる。

❹かけば
紐状の麺を約60㎝まで延
ばし、室（むろ）に入れて、
翌日まで熟成させる。

❺こびき
しなやかな麺をそうめんの
細さまで少しずつ引き延ば
して、天日干しにする。

❻かどぼし
長く延ばして乾燥させたそうめ
んを19㎝に切りそろえ、木
箱に入れて蔵で寝かせる。

❼こわり

小麦粉を塩水でこね、団子踏み※の要領で延し、餅
状にした後、うず巻き状に切り、帯状に巻いていく。

❷こね、団子踏み、いたぎ

※かつて、足で踏んで小麦粉をこねていた頃、少しでも体重がかかるように重たい荷を背負って作業をした。これを「団子踏み」と言う。

そうめん 意外？　あるある？
こんなそうめんいかが―

みんな喜ぶおいしい涼感
ツナタマそうめん

パスタ？　いえ、そうめんもよく合うんです
イタリア風そうめんボンゴレ

そうめん　6束
ツナ缶　1缶
ゆで卵　2個
パセリ　少々
粉チーズ　適量
そうめんつゆ　250ml
プチトマト　2個

① ツナ缶の油を切り、適当な大きさに切った
　 ゆで卵と混ぜ合わせておく。
② そうめんを約1分半ゆで、
　 流水でよくもみ洗いして、水を切る。
③ そうめんの上に①を盛り、粉チーズとパセリを
　 散らせ、そうめんつゆをかける。
　 プチトマトを添えて出来上がり。

① あさりを砂抜きし、トマトは湯むきして
　 5ミリ角に角切りに、青ネギは小口切りにする。
② あさりをオリーブ油で炒め、酒を入れ、ふたをして蒸し煮にする。
　 あさりの口が開いたら塩コショウを加える。
③ そうめんは約1分、固めにゆで、
　 流水でよくもみ洗いし、水切りする。
④ ②と③、トマトと青ネギをよく混ぜ合わせて出来上がり。

1 2

作り方 材料：4人分

そうめん　4束
あさり　300ｇ
トマト　中2個
青ネギ　5本
オリーブオイル　適量
塩・コショウ　少々
酒　150cc

作り方 材料：4人分

三輪そうめん山本の「2日間工程」

ひっぱりながら細くしていく製麺技法が
「手延べ」です。古くから伝承されてきた
「手延べ技法」を三輪そうめん山本「麺
ゆう館」で体験することができます。

伝統の手延べ技法を体験

奈良県桜井市箸中880
TEL.0744-44-2001（予約ダイヤル）

●体験時間 10:00～15：00
㊡月耀日・ゴールデンウィーク・年末年始
●期間：9月～6月　●定員50名まで
●料金：1,000円(税抜)　

三輪そうめん山本

麺 ゆう館

喜ばれるおみやげに「ご当地、驚き（珍しい）、おいしい」の条件は外せません。
これらを満たす奈良みやげといえば、そうめんが上位に浮上。
伝統にアイデアをプラスしたそうめん系をセレクトしました。

「これ奈良の」で通じる

そうめんオールスターズ ―春夏編―アイデア レシピ

自分で延ばしたそうめんはお持ち帰りできます

近
鉄
奈
良
駅
前
店

http://www.miwayama.co.jp/三輪山本 検 索

９：００～１７：００ ㊡売店：年末  Ⓟ60台
TEL.0120-03-6661お問合せ

ご注文は

三輪そうめん山本　奈良県桜井市箸中880
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三
輪
茶
屋
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庵
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11:00～19:00 （料理LO 18:00 ドリンクLO 18:00）
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小麦粉を塩水でこね、団子踏み※の要領で延し、餅
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パスタ？　いえ、そうめんもよく合うんです
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ツナ缶　1缶
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粉チーズ　適量
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① ツナ缶の油を切り、適当な大きさに切った
　 ゆで卵と混ぜ合わせておく。
② そうめんを約1分半ゆで、
　 流水でよくもみ洗いして、水を切る。
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② あさりをオリーブ油で炒め、酒を入れ、ふたをして蒸し煮にする。
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「手延べ」です。古くから伝承されてきた
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●料金：1,000円(税抜)　
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麺 ゆう館

喜ばれるおみやげに「ご当地、驚き（珍しい）、おいしい」の条件は外せません。
これらを満たす奈良みやげといえば、そうめんが上位に浮上。
伝統にアイデアをプラスしたそうめん系をセレクトしました。
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１．茶を枝ごと切り、火であぶって水分を飛
ばす（火傷に注意）。フライパンでも
OK。

２．やかんや鍋に湯を沸かし、炒めた葉を投
入して、湯の中で躍らせる。

３．色と香りが出てきたら、火を止めて、出
来上がり。野趣あふれるお茶をゴクゴク
とお試しください。

茶の木炭
ジャングル化した茶の
木を伐採し、炭窯で木
炭 づ く り。軽 く て 細
く、着 火 性 が 高 い。
バーベキューなど屋外
料理に便利です。

茶の実の油
茶 の 木 は ツ バ キ 科。
椿 油 同 様 に、茶 の 実
か ら 搾 っ た 油 も 高 品
質。オ レ イ ン 酸 や カ
テ キ ン 等 を 豊 富 に 含
み、消 化 吸 収 に 優 れ
ま す。10 ㎏ の 茶 の
実 か ら 100ml し か
取れない貴重な油。

抹茶
新芽に日光が当たらないよう覆いを
して栽培。煎茶などと違い、製造工
程に「揉む」はない。茶臼で挽いた微
粉末を湯で攪拌していただく。お菓
子づくりにも活躍する。

ほうじ茶
番茶（伸びた葉や茎などが原料）
を、その名の通り、火であぶっ
て作る。香ばしさが特徴で、茶
葉の色は茶色。番茶同様に日本
の食事とよく合う。

玄米茶
番茶に炒った玄米を混ぜるという組み
合わせは絶妙で、香ばしい香りが特徴。
熱湯・短時間で淹れていただく。カフェ
イン含有量は玉露の約 1/10、煎茶の約
1/3。

これが「ヤマ茶」だ
野趣を味わう原始系アウトドア茶。

煎茶
日本で生産される茶の約 7 割を占め
るのが煎茶。新葉を摘んですぐに蒸
して揉んで作られる。じっくりと浸
出させると、上級品ほど甘みと香り
が際立つ。

耕作
放棄された茶畑

新茶新茶

奈良とお茶は深い仲。村田珠光に、大茶盛に、茶粥、茶せ
んも名物です。県民 1 人あたりのお茶の年間消費量で奈良
県は全国 3 位だとか（平成 26 年、総務省統計局調査より算出）。
おいしいお茶を飲める幸せを奈良からお届けします。

あってよかった
本当にいいモノ 3 大和のお茶
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１．茶葉は色が濃く、細くて丸くよれているものが◎
２．うま味を楽しむ上級茶は中温～低温でじっくり淹れる。
３．種類によって最適な湯の温度と浸出時間があるので要チェック。

 （例） 湯温度 浸出時間 飲むときの適温
 「煎茶」 70℃ 2分 50℃
 「番茶」 熱湯 30秒 75℃

４．お茶は酸素や温度で変質しやすいので、上級茶は冷蔵庫、ほうじ茶など普段
飲みのお茶は冷暗所で密封して保管。

５．香りを楽しむお茶（番茶、ほうじ茶など）は茶葉を惜しまずたっぷりと。
６．複数の茶碗には、お茶の濃度を一定にするため回し注ぎを。
７．やかんで淹れたお茶も1日で飲みきろう。

おいしいお茶はココが違う 参考：日本茶業中央会
　　　「日本茶入門」
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お
茶
の
実
力 ４．お茶は酸素や温度で変質しやすいので、上級茶は冷蔵庫、ほうじ茶など普段

５．香りを楽しむお茶（番茶、ほうじ茶など）は茶葉を惜しまずたっぷりと。

３．種類によって最適な湯の温度と浸出時間があるので要チェック。
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んも名物です。県民 1 人あたりのお茶の年間消費量で奈良
県は全国 3 位だとか（平成 26 年、総務省統計局調査より算出）。
おいしいお茶を飲める幸せを奈良からお届けします。

あってよかった
本当にいいモノ 3 大和のお茶

　放
っ
て
お
く
と
短
期
間
で
樹
高
3
ｍ

ほ
ど
に
も
な
る
茶
の
木
。
整
然
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
は
丹
念
に
手
入
れ
を
す
る
か

ら
こ
そ
の
景
観
な
の
で
す
。
し
か
し
た

と
え
荒
れ
て
も
茶
の
木
に
は
い
ろ
い
ろ

な
活
用
法
が
。
奈
良
県
山
添
村
の
試
み

を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

1

2

3

１．茶葉は色が濃く、細くて丸くよれているものが◎
２．うま味を楽しむ上級茶は中温～低温でじっくり淹れる。
３．種類によって最適な湯の温度と浸出時間があるので要チェック。

 （例） 湯温度 浸出時間 飲むときの適温
 「煎茶」 70℃ 2分 50℃
 「番茶」 熱湯 30秒 75℃

４．お茶は酸素や温度で変質しやすいので、上級茶は冷蔵庫、ほうじ茶など普段
飲みのお茶は冷暗所で密封して保管。

５．香りを楽しむお茶（番茶、ほうじ茶など）は茶葉を惜しまずたっぷりと。
６．複数の茶碗には、お茶の濃度を一定にするため回し注ぎを。
７．やかんで淹れたお茶も1日で飲みきろう。

おいしいお茶はココが違う 参考：日本茶業中央会
　　　「日本茶入門」

　日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
茶
の
品
種

は
、
最
多
栽
培
品
種
の
「
や
ぶ
き
た
」

や
奈
良
県
在
来
種
を
改
良
し
た
「
や
ま

と
み
ど
り
」
な
ど
60
種
類
以
上
。
お
茶

は
古
代
中
国
で
は
解
毒
の
薬
と
し
て
飲

用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
お
茶
も
薬
も

「
一
服
」
と
言
い
ま
す
し
、
鎌
倉
時
代

に
臨
済
宗
開
祖
・
栄
西
が
著
し
た
『
喫

茶
養
生
記
』
か
ら
も
お
茶
が
体
に
良
い

も
の
と
し
て
飲
ま
れ
て
い
た
と

想
像
で
き
ま
す
。
大
和
の

お
茶
は
全
国
有
名
ブ
ラ

ン
ド
茶
に
劣
ら
ぬ
風

味
と
香
り
。
自
宅
で

お
茶
を
淹
れ
る
な

ら
、
種
類
や
値
段

だ
け
で
な
く
、
産

地
も
気
に
し
て
み

る
と
、
自
分
好
み

の
い
い
出
会
い
が

あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

こ
の
へ
ん
で
い
っ
ぷ
く

し
ま
せ
ん
か

5 4

飲
む
だ
け
じ
ゃ
な
い

お
茶
の
実
力
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一

違
っ
た
視
点
か
ら
見
た
風
景

　
　
〜
異
な
る
存
在
に
気
づ
く
〜

ま
る
っ
き
り
裏
返
し
だ
。

　そ
う
い
え
ば
、
以
前
暮
ら
し
た
徳
島
の

地
に
は
、
街
の
ど
真
ん
中
に
「
眉
山
」
と

い
う
山
が
鎮
座
す
る
。
万
葉
集
に
も
詠
わ

れ
た
、
ま
さ
に
眉
毛
の
形
を
し
た
山
で
あ

る
。
万
葉
集
の
眉
山
も
、
観
光
ガ
イ
ド
に

出
て
く
る
眉
山
も
、
す
べ
て
吉
野
川
の
北

岸
か
ら
の
眺
め
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
私

が
住
ん
で
い
た
場
所
か
ら
見
え
た
眉
山
は

反
対
の
南
側
か
ら
の
景
色
だ
っ
た
。
こ
こ

で
も
異
な
る
視
点
か
ら
見
た
景
色
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
た
。

　い
つ
も
自
分
が
見
て
い
る
風
景
は
、

必
ず
別
の
視
点
か
ら
見
て
い
る
人
も
い

る
。
自
分
に
と
っ
て
の
あ
た
り
ま
え
が

他
人
に
と
っ
て
も
あ
た
り
ま
え
か
と
い

え
ば
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
世

の
中
全
体
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
る

昨
今
、
違
う
考
え
の
他
者
を
認
め
た
り
、

許
し
た
り
す
る
寛
容
さ
も
改
め
て
考
え

な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ

な
い
。

　さ
て
、
毎
日
の
よ
う
に
目
に
す
る
こ

の
違
和
感
た
っ
ぷ
り
の
生
駒
山
に
も
、

奈
良
に
来
て
4
年
が
経
と
う
と
す
る
最

近
は
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
た
。
や
が
て

い
つ
か
は
、
こ
れ
が
私
の
中
の
生
駒
山

の
景
色
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

　人
は
、
日
常
見
慣
れ
た
景
色
に
何
か

特
別
な
思
い
を
抱
く
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
だ
ろ
う
。
自
分
自
身
の
心
境
や
生
活

が
変
わ
っ
た
時
、
は
じ
め
て
こ
れ
ま
で

と
違
っ
た
何
か
に
出
会
い
、
そ
れ
ま
で

あ
た
り
ま
え
だ
っ
た
景
色
に
も
懐
か
し

さ
を
感
じ
た
り
す
る
の
だ
と
思
う
。

　そ
う
考
え
る
と
、
30
年
ほ
ど
前
に
見

た
風
景
と
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

こ
の
奈
良
の
地
は
何
と
素
晴
ら
し
い
場

所
で
あ
ろ
う
か
。

　い
つ
も
の
風
景
が
あ
た
り
ま
え
の
よ

う
に
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
そ
こ
に
あ

る
、
そ
ん
な
平
和
や
、
幸
せ
な
今
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
こ
の

風
景
を
守
り
た
い
と
強
く
思
う
。

　む
り
や
り
に
自
分
の
専
門
で
あ
る
文

化
財
保
存
科
学
と
結
び
つ
け
る
と
す
る

な
ら
ば
、
文
化
財
の
保
存
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
建
物
や
仏
像
、
遺
跡
や
出
土
品

を
ま
も
り
伝
え
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
が
存
在
し
た
時
代
に
暮
ら
し
た

人
々
が
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
景
観
を
残

そ
う
と
す
る
こ
と
も
大
切
な
の
だ
ろ
う

と
感
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
文
化
財
は
そ
の

風
景
を
見
て
い
た
人
達
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
、
そ
の
風
景
の
中
で
暮
ら
し
て
き

た
人
達
に
よ
っ
て
ま
も
ら
れ
て
き
た
も

の
だ
か
ら
。

　ち
な
み
に
、
最
近
の
私
の
お
気
に
入

り
の
風
景
は
、
般
若
寺
辺
り
か
ら
見
た

東
大
寺
大
仏
殿
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
風

景
も
、
奈
良
の
北
端
に
暮
ら
す
者
だ
け

が
見
る
こ
と
が
で
き
る
素
敵
な
奈
良
の

風
景
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。

な
い
懐
か
し
い
風
景
で
あ
る
。

　そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
学
生
時
代
を
過

ご
し
た
思
い
出
に
残
る
奈
良
の
風
景
は
、

再
開
発
前
の
雑
然
と
し
た
西
大
寺
駅
近

辺
や
、
何
も
な
い
草
原
だ
っ
た
平
城
宮

跡
。
奈
良
公
園
内
や
周
辺
の
寺
社
の
た

た
ず
ま
い
は
今
も
あ
の
こ
ろ
と
何
も
変

わ
ら
な
い
。
き
っ
と
も
っ
と
古
い
時
代

か
ら
も
そ
う
変
わ
ら
な
い
景
色
な
の
だ

ろ
う
。

　そ
う
い
え
ば
、
4
年
前
、
久
し
ぶ
り

に
戻
っ
た
奈
良
で
感
じ
た
違
和
感
の
こ

と
も
思
い
出
し
た
。

　幼
い
こ
ろ
を
大
阪
の
北
部
・
箕
面
と

い
う
と
こ
ろ
で
過
ご
し
た
私
に
と
っ
て
、

生
駒
山
は
見
慣
れ
た
景
色
で
あ
っ
た
。

千
里
丘
陵
の
北
縁
か
ら
見
る
大
阪
平
野

の
東
の
端
の
生
駒
山
は
、
独
特
の
山
並

み
と
テ
レ
ビ
塔
な
ど
か
ら
、
こ
ど
も
な

が
ら
に
も
簡
単
に
識
別
で
き
た
。
私
の

中
で
は
、
あ
た
り
ま
え
の
景
色
だ
っ
た
。

　と
こ
ろ
が
、
奈
良
盆
地
か
ら
見
る
生

駒
山
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

　私
が
こ
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
見
慣
れ
た
生
駒
山
と
は

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
文
章
を
書
く
よ
う

に
依
頼
さ
れ
、
何
で
も
気
安
く
引
き
受

け
て
し
ま
う
の
が
悪
い
ク
セ
の
私
は
、

あ
っ
さ
り
と
引
き
受
け
た
。
し
ば
ら
く

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の

記
事
が
手
元
に
届
き
、
そ
の
執
筆
者
と

文
章
を
見
た
私
は
、
後
悔
の
念
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。
読
者
の
皆
様
な
ら
ご

存
知
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
執
筆
者

は
、
東
野
治
之
先
生
は
じ
め
そ
う
そ
う

た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
と
は
言
え
引
き

受
け
た
か
ら
に
は
穴
を
あ
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
テ
ー
マ
で
あ
る
奈
良
の

風
景
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ
と
思
い
を

め
ぐ
ら
し
た
。

　自
分
に
と
っ
て
の
奈
良
の
風
景
っ
て

何
だ
ろ
う
？

　さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
と

と
も
に
い
く
つ
か
の
風
景
が
頭
に
浮
か

ん
だ
。

　小
学
生
の
こ
ろ
、
父
に
連
れ
ら
れ
て

毎
週
末
の
よ
う
に
散
策
し
た
明
日
香
の

風
景
。
ち
ょ
う
ど
高
松
塚
古
墳
の
壁
画

発
見
に
沸
く
こ
ろ
で
、
今
の
私
の
原
点

を
作
っ
た
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は

い
つ
も
の
風
景
が
、い
つ
も
そ
こ
に

あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ

風
景
を
ま
も
る
こ
と
・

文
化
財
を
ま
も
る
こ
と

私
に
と
っ
て
の
奈
良
の
風
景

異
な
る
視
点
の
存
在

般若寺付近から見た東大寺大仏殿（2016年3月撮影）

奈良大学から見た生駒山に沈む夕日（2016年2月撮影）

吉野川北岸から見た眉山（徳島市・2000年5月撮影）

7 6

魚島 純一
［うおしま じゅんいち］
1964年大阪府生まれ。1987年
奈良大学文学部文化財学科卒
業、1989年から徳島県立博物
館で保存科学担当学芸員とな
り、展示や普及活動の他、博物
館の環境管理や資料保存、考古
資料などの分析を手がける。
2012年４月より、奈良大学文学
文化財学科（保存科学）、現在
に至る。
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一

違
っ
た
視
点
か
ら
見
た
風
景

　
　
〜
異
な
る
存
在
に
気
づ
く
〜

ま
る
っ
き
り
裏
返
し
だ
。

　そ
う
い
え
ば
、
以
前
暮
ら
し
た
徳
島
の

地
に
は
、
街
の
ど
真
ん
中
に
「
眉
山
」
と

い
う
山
が
鎮
座
す
る
。
万
葉
集
に
も
詠
わ

れ
た
、
ま
さ
に
眉
毛
の
形
を
し
た
山
で
あ

る
。
万
葉
集
の
眉
山
も
、
観
光
ガ
イ
ド
に

出
て
く
る
眉
山
も
、
す
べ
て
吉
野
川
の
北

岸
か
ら
の
眺
め
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
私

が
住
ん
で
い
た
場
所
か
ら
見
え
た
眉
山
は

反
対
の
南
側
か
ら
の
景
色
だ
っ
た
。
こ
こ

で
も
異
な
る
視
点
か
ら
見
た
景
色
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
た
。

　い
つ
も
自
分
が
見
て
い
る
風
景
は
、

必
ず
別
の
視
点
か
ら
見
て
い
る
人
も
い

る
。
自
分
に
と
っ
て
の
あ
た
り
ま
え
が

他
人
に
と
っ
て
も
あ
た
り
ま
え
か
と
い

え
ば
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
世

の
中
全
体
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
る

昨
今
、
違
う
考
え
の
他
者
を
認
め
た
り
、

許
し
た
り
す
る
寛
容
さ
も
改
め
て
考
え

な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ

な
い
。

　さ
て
、
毎
日
の
よ
う
に
目
に
す
る
こ

の
違
和
感
た
っ
ぷ
り
の
生
駒
山
に
も
、

奈
良
に
来
て
4
年
が
経
と
う
と
す
る
最

近
は
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
た
。
や
が
て

い
つ
か
は
、
こ
れ
が
私
の
中
の
生
駒
山

の
景
色
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

　人
は
、
日
常
見
慣
れ
た
景
色
に
何
か

特
別
な
思
い
を
抱
く
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
だ
ろ
う
。
自
分
自
身
の
心
境
や
生
活

が
変
わ
っ
た
時
、
は
じ
め
て
こ
れ
ま
で

と
違
っ
た
何
か
に
出
会
い
、
そ
れ
ま
で

あ
た
り
ま
え
だ
っ
た
景
色
に
も
懐
か
し

さ
を
感
じ
た
り
す
る
の
だ
と
思
う
。

　そ
う
考
え
る
と
、
30
年
ほ
ど
前
に
見

た
風
景
と
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

こ
の
奈
良
の
地
は
何
と
素
晴
ら
し
い
場

所
で
あ
ろ
う
か
。

　い
つ
も
の
風
景
が
あ
た
り
ま
え
の
よ

う
に
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
そ
こ
に
あ

る
、
そ
ん
な
平
和
や
、
幸
せ
な
今
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
こ
の

風
景
を
守
り
た
い
と
強
く
思
う
。

　む
り
や
り
に
自
分
の
専
門
で
あ
る
文

化
財
保
存
科
学
と
結
び
つ
け
る
と
す
る

な
ら
ば
、
文
化
財
の
保
存
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
建
物
や
仏
像
、
遺
跡
や
出
土
品

を
ま
も
り
伝
え
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
が
存
在
し
た
時
代
に
暮
ら
し
た

人
々
が
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
景
観
を
残

そ
う
と
す
る
こ
と
も
大
切
な
の
だ
ろ
う

と
感
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
文
化
財
は
そ
の

風
景
を
見
て
い
た
人
達
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
、
そ
の
風
景
の
中
で
暮
ら
し
て
き

た
人
達
に
よ
っ
て
ま
も
ら
れ
て
き
た
も

の
だ
か
ら
。

　ち
な
み
に
、
最
近
の
私
の
お
気
に
入

り
の
風
景
は
、
般
若
寺
辺
り
か
ら
見
た

東
大
寺
大
仏
殿
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
風

景
も
、
奈
良
の
北
端
に
暮
ら
す
者
だ
け

が
見
る
こ
と
が
で
き
る
素
敵
な
奈
良
の

風
景
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。

な
い
懐
か
し
い
風
景
で
あ
る
。

　そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
学
生
時
代
を
過

ご
し
た
思
い
出
に
残
る
奈
良
の
風
景
は
、

再
開
発
前
の
雑
然
と
し
た
西
大
寺
駅
近

辺
や
、
何
も
な
い
草
原
だ
っ
た
平
城
宮

跡
。
奈
良
公
園
内
や
周
辺
の
寺
社
の
た

た
ず
ま
い
は
今
も
あ
の
こ
ろ
と
何
も
変

わ
ら
な
い
。
き
っ
と
も
っ
と
古
い
時
代

か
ら
も
そ
う
変
わ
ら
な
い
景
色
な
の
だ

ろ
う
。

　そ
う
い
え
ば
、
4
年
前
、
久
し
ぶ
り

に
戻
っ
た
奈
良
で
感
じ
た
違
和
感
の
こ

と
も
思
い
出
し
た
。

　幼
い
こ
ろ
を
大
阪
の
北
部
・
箕
面
と

い
う
と
こ
ろ
で
過
ご
し
た
私
に
と
っ
て
、

生
駒
山
は
見
慣
れ
た
景
色
で
あ
っ
た
。

千
里
丘
陵
の
北
縁
か
ら
見
る
大
阪
平
野

の
東
の
端
の
生
駒
山
は
、
独
特
の
山
並

み
と
テ
レ
ビ
塔
な
ど
か
ら
、
こ
ど
も
な

が
ら
に
も
簡
単
に
識
別
で
き
た
。
私
の

中
で
は
、
あ
た
り
ま
え
の
景
色
だ
っ
た
。

　と
こ
ろ
が
、
奈
良
盆
地
か
ら
見
る
生

駒
山
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

　私
が
こ
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
見
慣
れ
た
生
駒
山
と
は

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
文
章
を
書
く
よ
う

に
依
頼
さ
れ
、
何
で
も
気
安
く
引
き
受

け
て
し
ま
う
の
が
悪
い
ク
セ
の
私
は
、

あ
っ
さ
り
と
引
き
受
け
た
。
し
ば
ら
く

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の

記
事
が
手
元
に
届
き
、
そ
の
執
筆
者
と

文
章
を
見
た
私
は
、
後
悔
の
念
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。
読
者
の
皆
様
な
ら
ご

存
知
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
執
筆
者

は
、
東
野
治
之
先
生
は
じ
め
そ
う
そ
う

た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
と
は
言
え
引
き

受
け
た
か
ら
に
は
穴
を
あ
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
テ
ー
マ
で
あ
る
奈
良
の

風
景
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ
と
思
い
を

め
ぐ
ら
し
た
。

　自
分
に
と
っ
て
の
奈
良
の
風
景
っ
て

何
だ
ろ
う
？

　さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
と

と
も
に
い
く
つ
か
の
風
景
が
頭
に
浮
か

ん
だ
。

　小
学
生
の
こ
ろ
、
父
に
連
れ
ら
れ
て

毎
週
末
の
よ
う
に
散
策
し
た
明
日
香
の

風
景
。
ち
ょ
う
ど
高
松
塚
古
墳
の
壁
画

発
見
に
沸
く
こ
ろ
で
、
今
の
私
の
原
点

を
作
っ
た
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は

い
つ
も
の
風
景
が
、い
つ
も
そ
こ
に

あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ

風
景
を
ま
も
る
こ
と
・

文
化
財
を
ま
も
る
こ
と

私
に
と
っ
て
の
奈
良
の
風
景

異
な
る
視
点
の
存
在

般若寺付近から見た東大寺大仏殿（2016年3月撮影）

他
人
に
と
っ
て
も
あ
た
り
ま
え
か
と
い

え
ば
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
世

昨
今
、
違
う
考
え
の
他
者
を
認
め
た
り
、

許
し
た
り
す
る
寛
容
さ
も
改
め
て
考
え

な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ

な
い
。

　さ
て
、
毎
日
の
よ
う
に
目
に
す
る
こ

の
違
和
感
た
っ
ぷ
り
の
生
駒
山
に
も
、

奈
良
に
来
て
4
年
が
経
と
う
と
す
る
最

近
は
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
た
。
や
が
て

い
つ
か
は
、
こ
れ
が
私
の
中
の
生
駒
山

の
景
色
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

　人
は
、
日
常
見
慣
れ
た
景
色
に
何
か

特
別
な
思
い
を
抱
く
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
だ
ろ
う
。
自
分
自
身
の
心
境
や
生
活

奈良大学から見た生駒山に沈む夕日（2016年2月撮影）

　そ
う
い
え
ば
、
以
前
暮
ら
し
た
徳
島
の

地
に
は
、
街
の
ど
真
ん
中
に
「
眉
山
」
と

い
う
山
が
鎮
座
す
る
。
万
葉
集
に
も
詠
わ

れ
た
、
ま
さ
に
眉
毛
の
形
を
し
た
山
で
あ

る
。
万
葉
集
の
眉
山
も
、
観
光
ガ
イ
ド
に

出
て
く
る
眉
山
も
、
す
べ
て
吉
野
川
の
北

岸
か
ら
の
眺
め
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
私

が
住
ん
で
い
た
場
所
か
ら
見
え
た
眉
山
は

反
対
の
南
側
か
ら
の
景
色
だ
っ
た
。
こ
こ

で
も
異
な
る
視
点
か
ら
見
た
景
色
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と

　い
つ
も
自
分
が
見
て
い
る
風
景
は
、

必
ず
別
の
視
点
か
ら
見
て
い
る
人
も
い

る
。
自
分
に
と
っ
て
の
あ
た
り
ま
え
が

他
人
に
と
っ
て
も
あ
た
り
ま
え
か
と
い

の
中
全
体
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
る

昨
今
、
違
う
考
え
の
他
者
を
認
め
た
り
、

他
人
に
と
っ
て
も
あ
た
り
ま
え
か
と
い

え
ば
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
世

の
中
全
体
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
る

昨
今
、
違
う
考
え
の
他
者
を
認
め
た
り
、

吉野川北岸から見た眉山（徳島市・2000年5月撮影）
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魚島 純一
［うおしま じゅんいち］
1964年大阪府生まれ。1987年
奈良大学文学部文化財学科卒
業、1989年から徳島県立博物
館で保存科学担当学芸員とな
り、展示や普及活動の他、博物
館の環境管理や資料保存、考古
資料などの分析を手がける。
2012年４月より、奈良大学文学
文化財学科（保存科学）、現在
に至る。
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❹

❹ ❺
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❷

❶

A
B

D

C

西 園
～WEST PARK～

東 園
～EAST PARK～

❷ケヤキ並木

　うつぼ。珍しい地名です。
　この「うつぼ」は魚類の「鱓」で
はなく、矢を入れる道具。武士の腰にぶ
ら下がる矢入りの筒状の入れ物に心当たり
はありませんか。あれが「靱」です。
　靱界隈はかつて干物や鰹節、鮮魚を扱う
海産物市場でした。西区の昔話によると、
市内巡視の秀吉公が魚商人の「安いよ」の売
り文句に対して、「 やす（矢巣）とは靱」と
言ったそう。秀吉公がひねったダジャレが
「靱」の由来のようです。
　1945年大阪大空襲で焼け野原になり、戦
後は進駐軍がここに飛行場を設置しまし
た。その後、戦災復興土地区画整理事業で
整備され、1955年10月に開園。当時は
戦後にできた最大の公園でした。

鱓靱
（矢巣）

靱
公
園

「
う
つ
ぼ
」と
聞
く
と
、凶
暴
に
し
て
珍
味
な
る
海
の
ギ
ャ
ン
グ
を
思
い
浮
か

べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、大
阪
の「
う
つ
ぼ
」は
暴
れ
た
り
噛
み
つ
い
た
り

し
ま
せ
ん
。む
し
ろ
癒
し
の
存
在
。だ
っ
て
大
阪
の「
う
つ
ぼ
」は
公
園
で
す
か

ら
。春
か
ら
新
緑
と
バ
ラ
の
開
花
へ
。『
靱
公
園
』は
い
い
季
節
で
す
。

ま
ち
か
ど
探
索

し
ま
せ
ん
。む
し
ろ
癒
し
の
存
在
。だ
っ
て
大
阪
の「
う
つ
ぼ
」は
公
園
で
す
か

ら
。春
か
ら
新
緑
と
バ
ラ
の
開
花
へ
。『
靱
公
園
』は
い
い
季
節
で
す
。

　靱公
園
は
、
北
を
京
町
堀
に
面
し
、
東
か
ら

四
ツ
橋
筋
、
な
に
わ
筋
、
あ
み
だ
池
筋
が
南
北

に
走
る
エ
リ
ア
に
ま
た
が
る
都
市
公
園
で
す
。

緑
あ
り
、
花
あ
り
、
親
子
で
遊
べ
る
遊
具
あ

り
。
テ
ニ
ス
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
体
を
動
か
す

人
、
野
鳥
の
声
に
耳
を
す
ま
す
人
も
ち
ら
ほ

ら
。
バ
ラ
祭
（
5
月
）
や
花
と
彫
刻
展
（
10
月
）

な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
も
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　近年
は
周
辺
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
、
新
し
い
住
民
が
増
え
て
、
飲
食
店

や
服
飾
雑
貨
店
の
若
返
り
も
目
立
ち
ま
す
。
散

歩
や
ス
ポ
ー
ツ
、
食
べ
た
り
買
っ
た
り
、
思
い

思
い
。
縮
こ
ま
っ
た
心
と
手
足
に
靱
公
園
の
開

放
感
が
効
き
ま
す
。

靱公園の歴史

❹ 靱テニスセンター

❶ バラ園

A 柳 々 堂

スクール、一般利用のほか、世界スーパージュニア選手権や
学生トーナメントなどが行われるテニスの殿堂。ハイレベル
な大会ではスピード感満点のプレーを間近で観戦できます。

樹齢400年といわれるクスノキに守
られた楠永神社。神の使いである白
蛇が折にふれて現れるとされ、靱界
隈に海産物問屋が立ち並んだ江戸時
代初期から大切に祀られています。

バラはやはり花の女王。
約170品種3400株が咲
き誇る季節になると、靱公
園は一気に華やぎます。
優雅なバラたちをボラン
ティアの皆さんがお世話し
ていることをお忘れなく。

約10坪の店内には建築・デザインの書
籍、雑誌がぎっしり。建築技術からまち
づくりのヒント、建築家の人生観まで、
選書眼の深さを感じます。建築事務所な
どからの注文配達の依頼が多く、自著を
持ち込む建築家もいるとか。一般書籍や
雑誌、古書も置き、建築に詳しくなくて
も、建築写真集やデザイン集を眺めてつ
い長居してしまいます。

建
築
デ
ザ
イ
ン
本
が
ど
っ
さ
り

B ATRIO BICI CAFE

C 大阪科学技術館

公園内の小道から入店できるイタリアン＆ワイ
ンのお店。ランチはパスタランチ850円～。ボ
リュームがあるせいか、男性客も目立ちます。
新緑、薫風、青空など自然を感じる靱公園サイ
ドの席がおすすめ。

世の中を便利にしている科学技術を知る体験型施設。
ゲームや実験の仕掛けがあちこちにあり、エネルギーや
光、宇宙などについてわかりやすく紹介しています。「そ
うだったのか」「こんなこともできるのか」と、家族でわ
いわい学べます。深海探検ジオラマやピラミッドの建設
見積もりもあり、大人の方が意外とはまるかも。

靱の緑を感じるイタリアン

入館無料！すごい科学技術たち

D 靱鰹節店

鹿児島産の鰹節が店頭で蒸
され、店内で三代目の宮章
雅 さ ん に 丁 寧 に 削 ら れ る
と、極上の削り節のできあ
がり。湯の中で削り節が踊
る三角だしパック（8袋入り
432円）やお好み焼きにもだ
しにも使える花けずり120ｇ
540円が人気です。有名料亭
も使う靱鰹節店の削り節で
ご家庭の味が変わります。

香り極上！これぞ
鰹節の真骨頂

大阪市西区京町堀1-12-3　  8:30～19:00（土曜～15:00）
日曜、祝日　  06-6443-0167
www4.osk.3web.ne.jp/̃ryuryudo

住 営
休 ☎
HP

大阪市西区京町堀1-8-27
11:30～15:00（ランチ）
11:30～22:00LO（カフェ／日祝21:00LO）
17:30～22:00LO（ディナー／日祝21:00LO）
無休　  06-6447-9898

住
営

休 ☎

大阪市西区靱本町1-8-4 
10:00～17:00

（日祝～16:30）
入館無料
夏期休館、冬期休館（詳細はHP）
06-6441-0915 
http://www.ostec.or.jp/pop/

住
開

￥
休
☎
HP

大阪市西区靱本町1-16-6　  8:00～17:00　  水曜、日曜、祝日
06-6443-9841　  http://www.utubo-katuo.com/

住 営 休
☎ HP

うつぼ

うつぼ うつぼ

靱
公
園

「
う
つ
ぼ
」と
聞
く
と
、凶
暴
に
し
て
珍
味
な
る
海
の
ギ
ャ
ン
グ
を
思
い
浮
か

べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、大
阪
の「
う
つ
ぼ
」は
暴
れ
た
り
噛
み
つ
い
た
り

し
ま
せ
ん
。む
し
ろ
癒
し
の
存
在
。だ
っ
て
大
阪
の「
う
つ
ぼ
」は
公
園
で
す
か

靱
公
園

し
ま
せ
ん
。む
し
ろ
癒
し
の
存
在
。だ
っ
て
大
阪
の「
う
つ
ぼ
」は
公
園
で
す
か

ら
。春
か
ら
新
緑
と
バ
ラ
の
開
花
へ
。『
靱
公
園
』は
い
い
季
節
で
す
。

大
阪
市
西
区

靱
公
園

ま
ち
か
ど
探
索

う
つ
ぼ

❸ナニコレ・

　オブジェ

FIRST RIDE

BIG SISTER

CHANGING TIMES

❺ 楠永神社
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　うつぼ。珍しい地名です。
　この「うつぼ」は魚類の「鱓」で
はなく、矢を入れる道具。武士の腰にぶ
ら下がる矢入りの筒状の入れ物に心当たり
はありませんか。あれが「靱」です。
　靱界隈はかつて干物や鰹節、鮮魚を扱う
海産物市場でした。西区の昔話によると、
市内巡視の秀吉公が魚商人の「安いよ」の売
り文句に対して、「 やす（矢巣）とは靱」と
言ったそう。秀吉公がひねったダジャレが
「靱」の由来のようです。
　1945年大阪大空襲で焼け野原になり、戦
後は進駐軍がここに飛行場を設置しまし
た。その後、戦災復興土地区画整理事業で
整備され、1955年10月に開園。当時は
戦後にできた最大の公園でした。

鱓靱
（矢巣）
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公
園

「
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く
と
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に
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ま
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　靱公
園
は
、
北
を
京
町
堀
に
面
し
、
東
か
ら
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筋
、
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に
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筋
、
あ
み
だ
池
筋
が
南
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に
走
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エ
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に
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市
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で
す
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、
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野
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に
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す
ま
す
人
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バ
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（
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月
）
や
花
と
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刻
展
（
10
月
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ど
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ベ
ン
ト
も
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　近年
は
周
辺
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
、
新
し
い
住
民
が
増
え
て
、
飲
食
店

や
服
飾
雑
貨
店
の
若
返
り
も
目
立
ち
ま
す
。
散

歩
や
ス
ポ
ー
ツ
、
食
べ
た
り
買
っ
た
り
、
思
い

思
い
。
縮
こ
ま
っ
た
心
と
手
足
に
靱
公
園
の
開

放
感
が
効
き
ま
す
。

靱公園の歴史

❹ 靱テニスセンター

❶ バラ園

A 柳 々 堂

スクール、一般利用のほか、世界スーパージュニア選手権や
学生トーナメントなどが行われるテニスの殿堂。ハイレベル
な大会ではスピード感満点のプレーを間近で観戦できます。

樹齢400年といわれるクスノキに守
られた楠永神社。神の使いである白
蛇が折にふれて現れるとされ、靱界
隈に海産物問屋が立ち並んだ江戸時
代初期から大切に祀られています。

バラはやはり花の女王。
約170品種3400株が咲
き誇る季節になると、靱公
園は一気に華やぎます。
優雅なバラたちをボラン
ティアの皆さんがお世話し
ていることをお忘れなく。

約10坪の店内には建築・デザインの書
籍、雑誌がぎっしり。建築技術からまち
づくりのヒント、建築家の人生観まで、
選書眼の深さを感じます。建築事務所な
どからの注文配達の依頼が多く、自著を
持ち込む建築家もいるとか。一般書籍や
雑誌、古書も置き、建築に詳しくなくて
も、建築写真集やデザイン集を眺めてつ
い長居してしまいます。

建
築
デ
ザ
イ
ン
本
が
ど
っ
さ
り

B ATRIO BICI CAFE

C 大阪科学技術館

公園内の小道から入店できるイタリアン＆ワイ
ンのお店。ランチはパスタランチ850円～。ボ
リュームがあるせいか、男性客も目立ちます。
新緑、薫風、青空など自然を感じる靱公園サイ
ドの席がおすすめ。

世の中を便利にしている科学技術を知る体験型施設。
ゲームや実験の仕掛けがあちこちにあり、エネルギーや
光、宇宙などについてわかりやすく紹介しています。「そ
うだったのか」「こんなこともできるのか」と、家族でわ
いわい学べます。深海探検ジオラマやピラミッドの建設
見積もりもあり、大人の方が意外とはまるかも。

靱の緑を感じるイタリアン

入館無料！すごい科学技術たち

樹齢400年といわれるクスノキに守
られた楠永神社。神の使いである白
蛇が折にふれて現れるとされ、靱界
隈に海産物問屋が立ち並んだ江戸時

D 靱鰹節店

鹿児島産の鰹節が店頭で蒸
され、店内で三代目の宮章
雅 さ ん に 丁 寧 に 削 ら れ る
と、極上の削り節のできあ
がり。湯の中で削り節が踊
る三角だしパック（8袋入り
432円）やお好み焼きにもだ
しにも使える花けずり120ｇ
540円が人気です。有名料亭
も使う靱鰹節店の削り節で
ご家庭の味が変わります。

香り極上！これぞ
鰹節の真骨頂

大阪市西区京町堀1-12-3　  8:30～19:00（土曜～15:00）
日曜、祝日　  06-6443-0167
www4.osk.3web.ne.jp/̃ryuryudo

住 営
休 ☎
HP

大阪市西区京町堀1-8-27
11:30～15:00（ランチ）
11:30～22:00LO（カフェ／日祝21:00LO）
17:30～22:00LO（ディナー／日祝21:00LO）
無休　  06-6447-9898

住
営

休 ☎

大阪市西区靱本町1-8-4 
10:00～17:00

（日祝～16:30）
入館無料
夏期休館、冬期休館（詳細はHP）
06-6441-0915 
http://www.ostec.or.jp/pop/

住
開

￥
休
☎
HP

大阪市西区靱本町1-16-6　  8:00～17:00　  水曜、日曜、祝日
06-6443-9841　  http://www.utubo-katuo.com/

住 営 休
☎ HP
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つ
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　奈良
と
三
重
の
県
境
に
位
置
し
、宇
陀
川

を
見
下
ろ
せ
る「
道
の
駅
宇
陀
路
室
生
」。大

和
と
伊
勢
を
結
ぶ
地
域
に
位
置
す
る
道
の
駅

で
す
。道
の
駅
周
辺
に
は
、屋
外
の
五
重
塔
と

し
て
は
日
本
最
小
の
五
重
塔
を
持
つ「
室
生

寺
」や
、麿
崖
仏
や
桜
の
名
所
で
あ
る「
大
野

寺
」、6
0
0
種
1
0
0
万
本
の
花
し
ょ
う
ぶ

が
咲
き
乱
れ
る「
滝
谷
花
し
ょ
う
ぶ
園
」な
ど

が
あ
り
、四
季
折
々
の
自
然
や
景
色
を
愉
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　建物
は
、人
々
が
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ

る
よ
う
に
、モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
広
場
と
一
体
的

に
設
計
さ
れ
、室
生
寺
の
持
つ
美
し
さ
や
鳥

が
飛
び
立
つ「
飛
翔
」を
イ
メ
ー
ジ
し
、二
方

向
を
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
た
大
胆
な
デ
ザ

イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　駅内
に
は
、「
食
べ
る
」「
触
れ
る
」「
知
る
」

「
交
わ
る
」を
テ
ー
マ
に
、旬
の
地
元
野
菜
を

使
っ
た「
宇
陀
川
御
膳
」や「
元
気
玄
米
茶
が
ゆ

御
膳
」が
人
気
の
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン「
青
葉
の

庄
」、村
の
名
物
や
物
産
品
な
ど
を
販
売
す
る

「
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
」、観
光
や
室
生
の
情
報

を
随
時
提
供
す
る「
情
報
案
内
コ
ー
ナ
ー
」が

あ
り
ま
す
。本
館
隣
の
農
産
物
直
売
所「
こ
も

れ
び
市
場
」で
は
、室
生
の
新
鮮
な
地
元
野
菜

を
販
売
し
て
お
り
、観
光
客
や
地
元
村
民
に
多

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　奈良
東
部
や
三
重
へ
お
出
か
け
の
際
は「
道

の
駅
宇
陀
路
室
生
」へ
。一
年
中
愉
し
む
こ
と

が
で
き
る
風
景
が
待
っ
て
い
ま
す
。
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10
station

宇
陀
・
室
生
は
か
つ
て
の
伊
勢
街
道
の
宿
場
町

観
光
の
起
点
と
し
て
、特
産
品
の
直
売
所
と
し
て

奈
良
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す

Ud

aji-M
urou

Sp r i n g  ＆ Sum
m

erImajin21

道の駅 宇陀路 室生
奈良県宇陀市室生三本松3176-1

（国道165号沿い）

■ みやげ物売り場
営業時間:9:00～18:00
休 業 日:年末年始(12/31～1/1)のみ
■ レストラン
営業時間:9:00～18:00
休 業 日:水曜、年末年始(12/31～1/5)
■ 野菜直売所
営業時間:4/20～8月 8:00～17:00
　　　  9月～4/19 8:00～16:00
休 業 日:年末年始(12/30～1/1)のみ
駐 車 場：33台
　　　  [大型車4台/普通車29台]
問 合 せ：TEL.0745-97-2200
※トイレ・駐車場・公衆電話は24時間利用できます。

白あんと宇陀小豆を丁寧に優し
く炊き、薄皮でしっとり焼き上げ
ました。小豆と白あんの調和が
楽しめます。

宇陀川饅頭

花の郷　滝谷花しょうぶ園の手づ
くりブルーベリー。無添加・無農薬で
す。

ブルーベリー
玄米黒酢・ジャム

ご飯にはもちろん、お酒の肴として
もいかがでしょうか。

山菜の佃煮

雄大な自然が残る室生の里で採れた
山菜を使用し、風味をそこなわずに砂
糖をまぶしたやさしい味が魅力です。

山菜菓子

おいしい水と発酵に適した自然
環境の中、昔ながらの製法と味
を守り続ける逸品です。

相馬醤油

宇陀の食材を使用し、素材の持つ
自然の香りと風味が広がる手焼き
せんべい。

宇陀せんべい

甘すぎずさっぱりとした風味はお
茶が進みます。

デッチようかん

春摘みのヨモギをふんだんに使用し
た草餅は、自家製の甘すぎない餡と
さわやかなヨモギの香りがする道の
駅看板商品です。

草もち

古くは「阿騎野」と呼ばれた大宇陀
で、古代米（赤米）を用いて醸造した
歴史ロマンいっぱいの日本酒です。

日本酒「阿騎野物語」
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八木

田原本

至王寺
至高田

至
名
古
屋
・
伊
勢

至西大寺

至
あ
べ
の
橋

橿原神宮前

郡山
I.C.

天理
I.C.

桜井

三本松

室
生
ダ
ム

滝
谷
花
し
ょ
う
ぶ
園

室
生
寺

宇
陀
路 

室
生

施設と景観が調和する道の駅
地元室生の杉材が森の憩いを演出します

道の駅から車で５分、滝谷花しょうぶ園は

春から秋にかけて、芝桜、てっせん、花菖蒲、

紫陽花、萩など花のメドレーが楽しめます

レストラン「青葉の庄」特選メニュー

お 食 事 処

元気玄米茶がゆ御膳

宇陀川御膳

茶そば御膳

宇陀市

針
I.C.

24

24

169

169

165

165

369

369

370

至奈良市

至
名
張
市

至
御
杖
村

至
名
古
屋

至吉野

至
松
原
I.C.

名阪国道
西名阪
自動車道

特産品・名産品がいっぱい

室生のええもん
宇陀の気候や風土、そして歴史と伝統が
薫る逸品の数々。道の駅宇陀路室生の代
表的なお土産物を集めました。

駅長の廣森謙之さん

（毎週水曜日休業）

道の駅宇陀路室生へ
ぜひお立ち寄りください

道の駅 駅長 おすすめの
ハイキングコース

道の駅

子安地蔵は安産寺に祀られている国の重要文化財の地蔵菩薩。像高 
177.5cm、榧（かや）の一木から彫成された平安時代の作とされます。子
授け・安産にご利益があるとされ、全国から拝観者も多い。（拝観は要予約）

棚田の風景がハイキングに最適。この地域に伝わる「福丸」という新年を
迎える行事と、棚田一面に燈火を並べる「燈火会」を融合させたイベント
を毎年大晦日に開催しています。

古くから修練の場であった青葉寺の奥の樹林から流れ落ちる高さ５ｍほど
の滝。源平合戦の際に平清盛が持っていた青葉の笛は、この藪の竹で作ら
れたと伝えられています。
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165

369

369

370

至奈良市

至
名
張
市

至
御
杖
村

至
名
古
屋

至吉野

至
松
原
I.C.

名阪国道
西名阪
自動車道

特産品・名産品がいっぱい

室生のええもん
宇陀の気候や風土、そして歴史と伝統が
薫る逸品の数々。道の駅宇陀路室生の代
表的なお土産物を集めました。

駅長の廣森謙之さん

（毎週水曜日休業）

道の駅宇陀路室生へ
ぜひお立ち寄りください

駅長の廣森謙之さん

ぜひお立ち寄りください

道の駅 駅長 おすすめの
ハイキングコース

道の駅

子安地蔵は安産寺に祀られている国の重要文化財の地蔵菩薩。像高 
177.5cm、榧（かや）の一木から彫成された平安時代の作とされます。子
授け・安産にご利益があるとされ、全国から拝観者も多い。（拝観は要予約）

棚田の風景がハイキングに最適。この地域に伝わる「福丸」という新年を
迎える行事と、棚田一面に燈火を並べる「燈火会」を融合させたイベント
を毎年大晦日に開催しています。

古くから修練の場であった青葉寺の奥の樹林から流れ落ちる高さ５ｍほど
の滝。源平合戦の際に平清盛が持っていた青葉の笛は、この藪の竹で作ら
れたと伝えられています。
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この子を残して

デ
ザ
イ
ン
で
選
ぶ

傑
作
映
画

脊梁山脈
乙川優三郎 著（新潮文庫）永井　隆 著（平和文庫）

　戦
争
に
負
け
て
故
郷
へ
帰
る
列
車
の
中
で
、

矢
田
部
は
偶
然
出
会
っ
た
小
椋
に
親
切
に
さ

れ
る
。

　戦
争
が
終
わ
っ
て
初
め
て
感
じ
た
日
本
人

の
温
も
り
に
心
打
た
れ
て
、
故
郷
に
戻
っ
て

か
ら
少
し
の
手
が
か
り
を
元
に
友
人
を
探
し

て
い
く
。

　小
椋
が
木
地
師
で
あ
る
事
が
わ
か
り
、
木

地
物
の
美
し
さ
に
ふ
れ
た
矢
田
部
は
図
録

を
つ
く
り
始
め
る
。

　友
人
を
探
し
な
が
ら
木
地
師
の
起
源
、

日
本
の
民
俗
、
さ
ら
に
は
古
代
史
ま
で
ど

ん
ど
ん
興
味
は
広
が
る
。

　図
録
作
成
と
2
人
の
女
性
と
の
出
会
い

に
よ
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
戦
争
で
失
っ
た

自
分
を
取
り
戻
し
て
い
く
。

　難
し
い
内
容
も
多
い
が
、
山
で
出
会
う

人
々
と
自
然
が
豊
か
に
描
か
れ
て
非
常
に

美
し
い
。

　手
を
加
え
ら
れ
た
工
芸
品
だ
け
で
は
な

く
、
日
本
の
実
用
的
で
素
朴
な
美
へ
の
関

心
が
そ
そ
ら
れ
る
1
冊
で
あ
る
。

　『長
崎
の
鐘
』
に
お
い
て
放
射
線
を
扱
う
医

師
と
し
て
原
爆
体
験
を
記
録
し
た
永
井
隆
博

士
の
、
も
う
１
冊
の
代
表
作
。
白
血
病
で
余

命
幾
ば
く
と
い
う
状
況
を
悟
り
、
思
い
通
り

に
い
か
な
い
身
体
を
横
た
え
な
が
ら
思
考
し

記
さ
れ
た
内
容
は
、
自
分
の
死
後
も
過
酷
に

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

２
児
へ
の
想
い
を
は
じ
め
、
信
仰
、
原
子
力
、

平
和
に
関
す
る
こ
と
等
多
岐
に
渡
る
。

　永
井
隆
と
い
う
人
は
特
に
原
爆
投
下
に

関
す
る
考
え
方
に
お
い
て
公
に
論
議
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
が
、
彼
の
１
人
の
人
間
と

し
て
の
想
い
に
は
胸
を
打
た
れ
、
現
在
に

も
共
感
し
得
る
。
学
生
時
代
に
読
ん
だ
本

書
を
、
３
・
11
以
来
毎
年
必
ず
読
む
こ
と

に
し
て
い
る
。
あ
る
年
は
わ
が
子
を
想
う

父
親
の
心
に
よ
せ
て
。
あ
る
年
は
原
子
力

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
。
あ
る
年
は
馴

染
み
薄
い
信
仰
へ
の
理
解
の
た
め
に
。
初

版
本
発
行
よ
り
半
世
紀
以
上
の
時
を
経
て

な
お
、
私
た
ち
が
生
き
る
今
の
世
に
つ
い

て
考
え
る
糧
と
な
る
良
書
で
あ
る
。

日本の伝統美に魅せられた男の再生の物語平和とは。伝えなければならないことがある。

【
生
駒
店

　店
長  

松
井
典
子
】

【
学
園
前
店

　店
長  

中
村

　潔
】

　
『F

A
C

E

』

　19
9
7
年
イ
ギ
リ
ス

　監督
：
ア
ン
ト
ニ
ア
・
バ
ー
ド

　出演
：
ロ
バ
ー
ト
・
カ
ー
ラ
イ
ル
ほ
か

　男
の
虚
無
感
を
物
語
る
、
ざ
ら
つ
い
た
質
感

は
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
。
暗
い
が
沈
ま
ず
、
渋
い
。

撮
影
地
の
ロ
ン
ド
ン
・
イ
ー
ス
ト
エ
ン
ド
は
、『
野

性
の
呼
び
声
』
で
知
ら
れ
る
作
家
ジ
ャ
ッ
ク
・

ロ
ン
ド
ン
が
『
ど
ん
底
の
人
び
と
』
を
書
い
た

ま
ち
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
地
域
だ
。

　物
語
は
武
装
強
盗
団
の
メ
ン
バ
ー
同
士
の
疑

心
暗
鬼
を
描
く
。
俺
が
夢
見
て
い
た
の
は
、
こ

ん
な
俺
じ
ゃ
な
い
。

視
線
を
外
し
た
男

の
た
め
息
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
だ
。

危
険
と
退
廃
が
漂

う
ト
ー
ン
が
や

り
き
れ
な
さ
を

炙
り
出
し
て
い

る
。

　
『
天
使
の
詩
』

　19
6
6
年
イ
タ
リ
ア

　監督
：
ル
イ
ジ
・
コ
メ
ン
チ
ー
ニ

　出演
：
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ク
エ
イ
ル
ほ
か

　ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日
し
た
年
に
公
開
さ
れ
た
、

涙
腺
刺
激
系
名
作
。
母
を
亡
く
し
た
幼
い
兄
弟

と
父
に
さ
ら
な
る
別
れ
が
訪
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

フ
ィ
ル
ム
時
代
の
作
品
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲

載
さ
れ
た
画
像
は
フ
ィ
ル
ム
独
特
の
味
わ
い
が

あ
り
、
こ
つ
こ
つ
と
着
色
加
工
し
て
い
る
シ
ー

ン
を
思
う
と
、
敬
意
を
覚
え
る
。

　映
画
評
論
家
の
淀
川
長
治
氏
に
よ
る
解
説
、

や
な
せ
・
た
か
し
氏
ら
の
感
想
コ
メ
ン
ト
も
読

め
て
、
貴
重
に
し
て
豪
華
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。

永
久
保
存
で
間
違
い
な
し
。

　
『
ス
ラ
ム
ド
ッ
グ
＄
ミ
リ
オ
ネ
ア
』

　20
0
8
年
イ
ギ
リ
ス

　監督
：
ダ
ニ
ー
・
ボ
イ
ル

　出演
：
デ
ー
ヴ
・
パ
テ
ル
ほ
か

　2
0
0
9
年
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
8
冠
の
栄
光

と
は
裏
腹
に
、
表
紙
は
帯
が
な
け
れ
ば
ま
る
で

地
味
。
あ
と
1
問
で
ゼ

ロ
か
賞
金
獲
得
か
と
い

う
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の

ス
リ
ル
を
反
面
的
に
演

出
す
る
効
果
を
意
図
し

て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
掲
載
写
真
は
輪
郭

が
鮮
明
。
映
像
撮
影
時

に
宣
伝
素
材
と
し
て
ス

チ
ー
ル
撮
影
し
た
の
だ

ろ
う
。

　最
終
ペ
ー
ジ
に
「
イ

ン
ド
周
遊
8
日
間
21
万

8
千
円
〜
」
な
ど
の
日

本
発
ツ
ア
ー
の
募
集
広

告
が
あ
る
。
日
本
版
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
者

に
よ
る
、
隙
の
な
い
広

告
営
業
に
感
心
す
る
。

　
『N

orw
egian W

ood

』

　20
1
0
年
日
本

　監督
：
ト
ラ
ン
・
ア
ン
・
ユ
ン

　出演
：
松
山
ケ
ン
イ
チ
ほ
か

　ビ
ー
ト
ル
ズ
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
レ
コ
ー

ド
紙
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
あ
ら
ず
。
音
楽
が
随
所
で

意
味
を
持
つ
映
画
で
あ
る
だ
け
に
デ
ザ
イ
ン
に

こ
だ
わ
り
を
感
じ
る
。

　た
だ
し
突
っ
込
み
ど
こ
ろ
が
2
つ
。
レ
コ
ー

ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
似
せ
て
い
る
が
、
実
際
の

L
P
レ
コ
ー
ド
紙
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
よ
り
小
さ
い
。

ど
う
せ
や
る
な
ら
細
部
も
合
わ
せ
て
ほ
し
か
っ

た
。
そ
し
て
村
上
春
樹
氏
の
映
画
に
寄
せ
る
原

稿
が
な
い
。
玉
に
瑕
と
い
う
か
、
点
睛
を
欠
く

と
い
う
か
、
ま
こ
と
に
惜
し
い
。

　
『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』

　19
7
9
年
日
本

　監督
：
り
ん
・
た
ろ
う

　出演
：
星
野
鉄
郎（
野
沢
雅
子
）ほ
か

　77
年
漫
画
連
載
、78
年
ア
ニ
メ
放
映
が
ス
タ
ー

ト
し
た
松
本
零
士
氏
『
銀
河
鉄
道
9
9
9
』
が

原
作
。
銀
河
系
の
表
紙
に
登
場
す
る
の
は
メ
ー

テ
ル
ひ
と
り
。
鉄
郎
は
い
ら
な
い
の
？
と
考
え

る
と
こ
ろ
だ
が
、
当
時
の
漫
画
・
ア
ニ
メ
少
年

が
メ
ー
テ
ル
に
夢
中
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
。

　制
作
者
直
筆
の
「
メ
カ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

設
定
資
料
」
や
「
絵
コ
ン
テ
紹
介
」
は
企
画
力

の
功
績
。
解
説
に
あ
る
「
日
本
中
の
ヤ
ン
グ
」

の
表
現
や
、
文
字
列
の
ズ
レ
（
例
「
原
作
者
の
松

本
零
士
氏
」）
は
こ
の
時
代
の
ご
愛
敬
と
い
う
こ

と
で
。

　
『un hom

m
e et une fem

m
e

』

　
（
邦
題
『
男
と
女
』）

　19
6
6
年
フ
ラ
ン
ス

　監督
：
ク
ロ
ー
ド
・
ル
ル
ー
シ
ュ

　出演
：
ア
ヌ
ー
ク
・
エ
ー
メ
ほ
か

　カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
（
現
パ
ル

ム
・
ド
ー
ル
）受
賞
作
品
。
夫
を
亡
く
し
た
女
と
、

妻
を
亡
く
し
た
男
の
物
語
。
風
景
描
写
や
構
図

の
評
価
も
高
い
が
、
ポ
ス
タ
ー
で
は
面
積
と
色

が
異
な
る
2
色
の
フ
レ
ー
ム
で
、
男
と
女
の
表

情
を
中
心
に
17
カ
ッ
ト
を
展
開
。
と
り
わ
け
眼

差
し
に
気
を
遣
い
、
愛
と
戸
惑
い
を
に
じ
ま
せ

る
。　ふ

た
り
の
先
に
あ
る
の
は
喜
び
か
悲
し
み
か
。

ポ
ス
タ
ー
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、

ポ
ス
タ
ー
の
仕
事
ぶ
り
を
感
じ
る
。

　
『
南
極
料
理
人
』

　20
0
9
年
日
本

　監督
：
沖
田
修
一

　出演
：
堺
雅
人
ほ
か

　宇
宙
か
ら
降
り
て
き
た
よ
う
な
青
、
マ
イ
ナ

ス
54
℃
の
大
地
。
こ
こ
は
南
極
。
は
に
か
み
な

が
ら
佇
む
主
人
公
の
防
寒
服
が
鮮
や
か
に
発
色

し
、
3
色
が
強
く
印
象
に
残
る
。
水
色
の
タ
イ

ト
ル
文
字
の
画
の
交
差
箇
所
が
白
い
の
は〝
冷
凍

感
〞を
演
出
す
る
た
め
か
。
芸
が
細
か
い
。

　南
極
観
測
隊
で
料
理
人
を
務
め
た
西
村
淳
著

『
面
白
南
極
料
理
人
』
が
原
作
。
劇
中
に
は
伊
勢

エ
ビ
フ
ラ
イ
、

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
な
ど
豪
華
メ

ニ
ュ
ー
が
登
場

す
る
が
、
チ
ラ

シ
に
は
お
む
す

び
が
ち
ょ
こ
ん
。

日
本
人
だ
な
ぁ
。

http://www.books-keirindo.co.jp/

最
近
、
ど
ん
な
映
画
を
観
ま
し
た
か
。
好
き
な

監
督
の
作
品
だ
っ
た
り
、
俳
優
の
フ
ァ
ン
だ
っ

た
り
、
映
画
を
観
る
き
っ
か
け
は
い
ろ
い
ろ
。

宣
伝
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
に
グ
ッ
と
来
た
！
と

い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
映
画
の
魅
力
を
印

刷
が
ど
う
伝
え
た
か
に
迫
り
ま
す
。
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日本の伝統美に魅せられた男の再生の物語平和とは。伝えなければならないことがある。

【
生
駒
店

　店
長  

松
井
典
子
】

【
学
園
前
店

　店
長  

中
村

　潔
】

　
『F

A
C

E

』

　19
9
7
年
イ
ギ
リ
ス

　監督
：
ア
ン
ト
ニ
ア
・
バ
ー
ド

　出演
：
ロ
バ
ー
ト
・
カ
ー
ラ
イ
ル
ほ
か

　男
の
虚
無
感
を
物
語
る
、
ざ
ら
つ
い
た
質
感

は
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
。
暗
い
が
沈
ま
ず
、
渋
い
。

撮
影
地
の
ロ
ン
ド
ン
・
イ
ー
ス
ト
エ
ン
ド
は
、『
野

性
の
呼
び
声
』
で
知
ら
れ
る
作
家
ジ
ャ
ッ
ク
・

ロ
ン
ド
ン
が
『
ど
ん
底
の
人
び
と
』
を
書
い
た

ま
ち
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
地
域
だ
。

　物
語
は
武
装
強
盗
団
の
メ
ン
バ
ー
同
士
の
疑

心
暗
鬼
を
描
く
。
俺
が
夢
見
て
い
た
の
は
、
こ

ん
な
俺
じ
ゃ
な
い
。

視
線
を
外
し
た
男

の
た
め
息
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
だ
。

危
険
と
退
廃
が
漂

う
ト
ー
ン
が
や

り
き
れ
な
さ
を

炙
り
出
し
て
い

る
。

　
『
天
使
の
詩
』

　19
6
6
年
イ
タ
リ
ア

　監督
：
ル
イ
ジ
・
コ
メ
ン
チ
ー
ニ

　出演
：
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ク
エ
イ
ル
ほ
か

　ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日
し
た
年
に
公
開
さ
れ
た
、

涙
腺
刺
激
系
名
作
。
母
を
亡
く
し
た
幼
い
兄
弟

と
父
に
さ
ら
な
る
別
れ
が
訪
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

フ
ィ
ル
ム
時
代
の
作
品
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲

載
さ
れ
た
画
像
は
フ
ィ
ル
ム
独
特
の
味
わ
い
が

あ
り
、
こ
つ
こ
つ
と
着
色
加
工
し
て
い
る
シ
ー

ン
を
思
う
と
、
敬
意
を
覚
え
る
。

　映
画
評
論
家
の
淀
川
長
治
氏
に
よ
る
解
説
、

や
な
せ
・
た
か
し
氏
ら
の
感
想
コ
メ
ン
ト
も
読

め
て
、
貴
重
に
し
て
豪
華
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。

永
久
保
存
で
間
違
い
な
し
。

　
『
ス
ラ
ム
ド
ッ
グ
＄
ミ
リ
オ
ネ
ア
』

　20
0
8
年
イ
ギ
リ
ス

　監督
：
ダ
ニ
ー
・
ボ
イ
ル

　出演
：
デ
ー
ヴ
・
パ
テ
ル
ほ
か

　2
0
0
9
年
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
8
冠
の
栄
光

と
は
裏
腹
に
、
表
紙
は
帯
が
な
け
れ
ば
ま
る
で

地
味
。
あ
と
1
問
で
ゼ

ロ
か
賞
金
獲
得
か
と
い

う
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の

ス
リ
ル
を
反
面
的
に
演

出
す
る
効
果
を
意
図
し

て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
掲
載
写
真
は
輪
郭

が
鮮
明
。
映
像
撮
影
時

に
宣
伝
素
材
と
し
て
ス

チ
ー
ル
撮
影
し
た
の
だ

ろ
う
。

　最
終
ペ
ー
ジ
に
「
イ

ン
ド
周
遊
8
日
間
21
万

8
千
円
〜
」
な
ど
の
日

本
発
ツ
ア
ー
の
募
集
広

告
が
あ
る
。
日
本
版
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
者

に
よ
る
、
隙
の
な
い
広

告
営
業
に
感
心
す
る
。

　
『N

orw
egian W

ood

』

　20
1
0
年
日
本

　監督
：
ト
ラ
ン
・
ア
ン
・
ユ
ン

　出演
：
松
山
ケ
ン
イ
チ
ほ
か

　ビ
ー
ト
ル
ズ
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
レ
コ
ー

ド
紙
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
あ
ら
ず
。
音
楽
が
随
所
で

意
味
を
持
つ
映
画
で
あ
る
だ
け
に
デ
ザ
イ
ン
に

こ
だ
わ
り
を
感
じ
る
。

　た
だ
し
突
っ
込
み
ど
こ
ろ
が
2
つ
。
レ
コ
ー

ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
似
せ
て
い
る
が
、
実
際
の

L
P
レ
コ
ー
ド
紙
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
よ
り
小
さ
い
。

ど
う
せ
や
る
な
ら
細
部
も
合
わ
せ
て
ほ
し
か
っ

た
。
そ
し
て
村
上
春
樹
氏
の
映
画
に
寄
せ
る
原

稿
が
な
い
。
玉
に
瑕
と
い
う
か
、
点
睛
を
欠
く

と
い
う
か
、
ま
こ
と
に
惜
し
い
。

　
『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』

　19
7
9
年
日
本

　監督
：
り
ん
・
た
ろ
う

　出演
：
星
野
鉄
郎（
野
沢
雅
子
）ほ
か

　77
年
漫
画
連
載
、78
年
ア
ニ
メ
放
映
が
ス
タ
ー

ト
し
た
松
本
零
士
氏
『
銀
河
鉄
道
9
9
9
』
が

原
作
。
銀
河
系
の
表
紙
に
登
場
す
る
の
は
メ
ー

テ
ル
ひ
と
り
。
鉄
郎
は
い
ら
な
い
の
？
と
考
え

る
と
こ
ろ
だ
が
、
当
時
の
漫
画
・
ア
ニ
メ
少
年

が
メ
ー
テ
ル
に
夢
中
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
。

　制
作
者
直
筆
の
「
メ
カ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

設
定
資
料
」
や
「
絵
コ
ン
テ
紹
介
」
は
企
画
力

の
功
績
。
解
説
に
あ
る
「
日
本
中
の
ヤ
ン
グ
」

の
表
現
や
、
文
字
列
の
ズ
レ
（
例
「
原
作
者
の
松

本
零
士
氏
」）
は
こ
の
時
代
の
ご
愛
敬
と
い
う
こ

と
で
。

　
『un hom

m
e et une fem

m
e

』

　
（
邦
題
『
男
と
女
』）

　19
6
6
年
フ
ラ
ン
ス

　監督
：
ク
ロ
ー
ド
・
ル
ル
ー
シ
ュ

　出演
：
ア
ヌ
ー
ク
・
エ
ー
メ
ほ
か

　カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
（
現
パ
ル

ム
・
ド
ー
ル
）受
賞
作
品
。
夫
を
亡
く
し
た
女
と
、

妻
を
亡
く
し
た
男
の
物
語
。
風
景
描
写
や
構
図

の
評
価
も
高
い
が
、
ポ
ス
タ
ー
で
は
面
積
と
色

が
異
な
る
2
色
の
フ
レ
ー
ム
で
、
男
と
女
の
表

情
を
中
心
に
17
カ
ッ
ト
を
展
開
。
と
り
わ
け
眼

差
し
に
気
を
遣
い
、
愛
と
戸
惑
い
を
に
じ
ま
せ

る
。　ふ

た
り
の
先
に
あ
る
の
は
喜
び
か
悲
し
み
か
。

ポ
ス
タ
ー
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、

ポ
ス
タ
ー
の
仕
事
ぶ
り
を
感
じ
る
。

　
『
南
極
料
理
人
』

　20
0
9
年
日
本

　監督
：
沖
田
修
一

　出演
：
堺
雅
人
ほ
か

　宇
宙
か
ら
降
り
て
き
た
よ
う
な
青
、
マ
イ
ナ

ス
54
℃
の
大
地
。
こ
こ
は
南
極
。
は
に
か
み
な

が
ら
佇
む
主
人
公
の
防
寒
服
が
鮮
や
か
に
発
色

し
、
3
色
が
強
く
印
象
に
残
る
。
水
色
の
タ
イ

ト
ル
文
字
の
画
の
交
差
箇
所
が
白
い
の
は〝
冷
凍

感
〞を
演
出
す
る
た
め
か
。
芸
が
細
か
い
。

　南
極
観
測
隊
で
料
理
人
を
務
め
た
西
村
淳
著

『
面
白
南
極
料
理
人
』
が
原
作
。
劇
中
に
は
伊
勢

エ
ビ
フ
ラ
イ
、

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
な
ど
豪
華
メ

ニ
ュ
ー
が
登
場

す
る
が
、
チ
ラ

シ
に
は
お
む
す

び
が
ち
ょ
こ
ん
。

日
本
人
だ
な
ぁ
。

外さない本棚
　戦
争
に
負
け
て
故
郷
へ
帰
る
列
車
の
中
で
、

矢
田
部
は
偶
然
出
会
っ
た
小
椋
に
親
切
に
さ

れ
る
。

　戦
争
が
終
わ
っ
て
初
め
て
感
じ
た
日
本
人

の
温
も
り
に
心
打
た
れ
て
、
故
郷
に
戻
っ
て

か
ら
少
し
の
手
が
か
り
を
元
に
友
人
を
探
し

て
い
く
。

http://www.books-keirindo.co.jp/啓林堂書店
命
幾
ば
く
と
い
う
状
況
を
悟
り
、
思
い
通
り

に
い
か
な
い
身
体
を
横
た
え
な
が
ら
思
考
し

記
さ
れ
た
内
容
は
、
自
分
の
死
後
も
過
酷
に

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

２
児
へ
の
想
い
を
は
じ
め
、
信
仰
、
原
子
力
、

最
近
、
ど
ん
な
映
画
を
観
ま
し
た
か
。
好
き
な

監
督
の
作
品
だ
っ
た
り
、
俳
優
の
フ
ァ
ン
だ
っ

た
り
、
映
画
を
観
る
き
っ
か
け
は
い
ろ
い
ろ
。

宣
伝
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
に
グ
ッ
と
来
た
！
と

い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
映
画
の
魅
力
を
印

刷
が
ど
う
伝
え
た
か
に
迫
り
ま
す
。



悠
久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す

本誌は、「FSCⓇミックス認証紙」を
使用しています。
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大和茶の茶葉

　
　奈良
の
細
道

色
白
細
身
な
三
輪
そ
う
め
ん

あ
っ
て
よ
か
っ
た
奈
良
の
モ
ノ

　

香
り
高
き
大
和
の
お
茶

「
デ
ザ
イ
ン
と
映
画
」に
、あ
の「
う
つ
ぼ
」も

特
集 爽

や
か

色
い
た
だ
き
ま
す


